
































































































































































道浄海ノ先祖也。其舎弟維茂。江州余五将軍。其舎弟維将。上総介ノ先祖也」 （四〇頁） 言うように、清盛の先祖維衡や、維茂、上総氏の祖維将を維幹の弟とし、 「千葉氏や三浦氏その他も、良望の舎弟の系統で、 支流とされているから、 維幹の家系が本流ということになり、明らかに作為が見える」 （群書解題 『常陸大掾伝記』 の項
1―
二九頁） 。

















忠幹ノ舎弟成幹。鹿島ノ先祖也」 （四一頁） 。 『常陸大掾系図』 「成幹〈鹿島三郎肥前権守〉 」 （四六頁） 。源頼朝により、鹿島神宮の惣追捕使




舎弟忠幹。東条五郎。東条ノ先祖也」 （四一頁） 。 「おおよその荘域は霞ヶ浦を東辺とし、小野川の左岸地帯を広く含む地域だったと考えられる」 （ 〈平凡社地名・茨城県〉 「東条庄」の項五九八頁） 。 　
〇小栗
　
『常陸大掾伝記』 「 （重幹の子、 正幹の弟）重義。号
二小栗五郎
一也」 （四一











の名の脱落だろう。 『常陸大掾伝記』 「 （吉田太郎盛幹の）舎弟忠幹。
































常陸大掾氏を、貞盛 「嫡々 末」としていた。故に、北条の場合は、同じ貞盛を祖としながらも、その庶流と解することになろう。 　〇其の子に維衡常陸守…
　
以下の北条系譜の中には、途中から平氏系






衡・正盛・忠盛」で扱い、 ここでは、 北条系図について考える。次に、時政までの系譜を記した北条氏系図・史料のいくつか 示そう。＊〈尊卑〉 （
4―
一五～一七頁）
＊野津本北条系図 （田中稔 「史料紹介 　





























































































































































認できるのみ（高橋昌明三一 〈闘〉 から 基（貞時）に至
るまでの系譜については、 次に掲げた中条家文書 「桓武平氏諸流系図」や〈尊卑〉に一致するように 維度は、正度の誤り（野口実②）と考えられる。維度の最終官は、越前守で、治暦三年（一〇六七）にはすでに故人になっている（高橋昌明四二頁） 。〇其の子に維盛筑後守
　
駿河守の任官は確認できるが（高橋昌明四二












































































北条介の婿になったとする記事は、秋田県公文書館佐竹文庫蔵北酒出本『源氏系図』 大和源氏頼俊の曾孫にあたる僧信実の注記に「母平時家女伊豆国住人」とある記事 対応することを指摘した上で、 「時家は、 大凡そ十一世紀後半から十二世紀初の人物と見な 得る」 （五一頁） とし、 時家を時政 祖父とすることの妥当性を指摘した。こ 佐々木説を受けて、野口実②は、 「時政の祖父と目され 時家 京武者層の出身であった可能性がつよい」 （五七頁）ことを指摘する。さらに、〈闘〉は、 「北条介」の系譜や時家が婿入りをした経緯については一切触れないため、 諸系図が記す直方を祖とする所伝との関連が不明だが
野口実②は、 「北条氏が平直方の子孫であるという所伝は、頼朝が源氏の東国支配の淵源を源頼義に求めて、その正当性をイデオロギー化したことに対応する意図、すなわち、頼義と頼朝、直方女と政子を等置することによって、 北条氏と源氏との縁由を強調す （このことは、頼朝がその嫡子 、頼義と直方女の間に生まれた「義家」になぞらえて「 家」と命名したことからも裏付けられる）という目的によって捏造された可能性も考慮されるべきなのかもし ない」 （五六～五七頁）との仮説を提示する（同様の問題提起は 永井晋にも見られる。六七～六八頁） 。これまでにも、 〈闘〉の平 系譜 、 頼義に鎌倉を譲った舅直方の名が載せられていないことが問題 されたが、その際、北条氏に対する坂東平氏の優越性を説 た（早川厚一七頁）説明の中や（今野慶信三三 、 〈闘〉編者の北条氏 する悪 という説明の中で触れられたりした（真野須美子四六頁） 。あるいは、直方が 「千葉氏の祖先である忠常の追討使」 （福田豊彦） あっ ため省かれたのか、そ 理由は判然としない。あるいは、時家が、北条介の娘に嫁したということは、直方流の北条氏に時家が婿入りしたと言うように読み得るのか。そうした問題と、冒頭の注解に見たように、常陸大掾氏こそ嫡流であって、北条氏や平氏は、祖を同じくするものの貞盛の庶流だとする 〈闘〉 の平氏系譜に見る主張とはどのように結び合うのか今後の課題と言えよう。 　
〇時包四郎大夫を設けたり
  これまで、 「時


















る。承久の乱で後鳥羽院を破った義時が、幕府の執権として 本国中に威を振るった事実を指す（渥美かをる九八頁） 。渥美は、この記事から、 〈闘〉の成立の上限 、 三上皇を配流した承久三年（一二二一）七月以降とする。なお 整理を兼ねて、以上の坂東平氏の系譜を系図として掲げ、問題点を整理する。
 
①坂東八平氏の祖を良文として、 その嫡流に千葉氏があることを言う。しかし、系譜中では、千葉氏の事績のみが強調されるわけではない。＊を付した常長・重綱・為次・景将等の、十二年合戦の折の戦功、＊＊を付した常胤・重忠・景時等の、頼朝挙兵の折 戦功が記されるように、良文を始祖とする坂東平氏は、氏素性こそ平氏であっても、実は先祖の代から源氏方 して活躍してきたこ を主張し、頼朝挙兵に際しても、同様に忠誠を尽く たことを 虚構を交えながら 系譜中に書き留めているのである（渥美かをる一二二頁 今野慶信三三頁） 。〈闘〉の坂東平氏系譜は、国香流の一族を含めて、源氏方として参戦した者達の系譜として書かれたものと考えられる。とすれば、前項にも考察したように、 〈闘〉巻頭の坂東平氏系図には、貞盛から清盛までの系譜は記されていなかった可能性があろう。②千葉氏が、坂東平氏の嫡流である証として、妙見大菩薩が嫡流に伝えられてきたことを言う（ 「妙見大菩薩は長嫡に属き」 ） 。とすれば国香流において、鹿島神事の使が 嫡流の多気大掾 初め 七家に伝えられていることを言うのは、妙見大菩薩と同様に、これらが嫡流に伝えられるもの あることを言おうとするためだろうか。その千葉氏に伝えられた「妙見大菩薩」 は、将門 勝利を齎した天下取りの霊力を持つ神であった（渥美かをる一〇九頁） 。また、挙兵した頼朝のもとへの常胤の参向は、併せて妙見大菩薩の渡御を意味した（ 〈闘〉巻五「三 　
妙見大菩薩の本地の事」 「常胤、君の御方へ参り向













































































③〈闘〉の系譜に比較的近いものを収めるのが、これまでの注解から明らかとなるように、 『千学集抜粋』 『般若院系図』 『神代本千葉系図』 『徳島本千葉系図』 『平朝臣徳島系図』 。 『千学集抜粋』は、千葉氏の氏寺である金剛授寺にあった『千学集』の抄本で、 葉妙見宮の伝承を記したもの。 『般若院系図』は、般若院家が、千葉常胤の子相馬師常の孫天谿から始まる家 であ （今野慶信三九頁）ように、千葉嫡流の

















































＊福田豊彦「 『源平闘諍録』その千葉氏関係の説話を中心として」 （東京工業大学人文論叢 九七五・
12）

















































































































































































しないが、二文字程空けて、本章段を始めることからも、ここから新たな章段を起こそうとするのだろう。高望王の子孫が三箇度にわたり日本を知行したとするが、その三回とは、平将門・平清盛・北条義時の三人を指そう（赤松俊秀三一七頁・渥美かをる一一九頁） 。赤松俊秀は、義時 将門・清盛と同一視することを問題とし、そうした記事が可能であったのは、 〈闘〉が、北条氏反対の機運が幕府内外にみなぎり始めた十四世紀初頭に成立したから 考える。赤松の指摘は重要であろう。 〈闘〉では、 は、巻五「三 　
妙見大菩薩の本地の事」
に見るように、初めは「正しく直く剛なる」者として記されるが、「正直諂侫と還つて、万事の政務を曲げて行ひ、神慮をも恐れず、朝





武四年（一三三七）に近い、 十四世紀初頭と考えて良いのではないか。しかし、これに対する異論もある。野口実は、日蓮がその著作・消息類の中に引用した武士の中では、将門・清盛・義時の回数が多く、千葉氏吏僚の富木常忍が日蓮 有力な檀越であったことを考えると、下総守護所の人々の武士認識も日蓮に近かったのではないかとする。また、十三世紀中・後期に義時を将門や清盛と同列にとらえるこ が、その忌避に触れるほど幕府の思想統制は徹底したものであったかと疑義を呈する。 　
〇先祖貞盛、朝敵将門を誅して鎮守府平将軍に任ず
　


































































































































































































































































































































































































用例がある。あるいは、 「押」は 挑 「掻」または「打 の誤りの可能性もあろう いずれの用字としても、袖をかき合わせ、畏まる様子だろう。 　
〇弟の平九郎家季 　
家貞と共に祗候した人物は、 〈延〉
「同弟薩摩平六家長」 、 〈長〉 「同じき舎弟さつまの平六家房」 、 〈盛〉「子息平六家長」と言うように異同が多い。家季は、 「御輿振」に、神
輿を射て禁獄された武士の交名を引く『玉葉』の記事「平俊家、字平次、是ハ薩摩入道家季孫、中務丞家資子」 （安元三年四月二十日条）から、 〈尊卑脱漏〉 （続群書五上
―
一三五頁）に見る「家季〈薩摩守従
五位下、字平六、除髪号薩摩入道。イ家貞弟也〉 」と同人と見られ、それはまた 佐々木紀一が紹介する新出 古系図集（平成五年十一月二十一日刊行の『一誠堂書店創業九十周年記念 　
古典籍善本展示即売



















【引用研究文献】＊佐伯真一「 「殿上闇討」の語義」 （ 『延慶本平家物語考証一』新典社一九九三・
5）
＊佐々木紀一「桓武平氏正盛流系図補輯之落穂」 （米沢国語国文二五、 一九九六・
12）
